
地域版マンダラ（長沼町）（令和2年度成果報告）

地域課題
自然環境保全や
歴史保存等の拠
点の未整備

町内小中学校の
大幅統廃合

渡り鳥による食
害・感染症等の
農業被害の懸念

舞鶴遊水地の観
光オーバーユー

スの懸念

タンチョウの取り
組みに対する域
内の温度差

取組の担い手
の不足

地域資源

旧長沼舞鶴
小学校跡地

渡り鳥の
フライウェイ

舞鶴遊水地
を含む千歳川
遊水地群

タンチョウ
見守り活動を
行う住民団体

ながぬま温泉
農産物直売所
飲食店等

タンチョウの
飛来・繁殖

都市や空港か
らアクセスしや
すい好立地

グリーン・ツー
リズムの長年

の実績

基幹産業
農業の振興

地域外からの
関心の高さ

取り組み

タンチョウ関連
商品の開発

観察ルール策
定・見守りやガ
イド組織化

自然共生型の
持続可能な農
業の推進

町の総合計画
への導入

「田園と自然の
共生」交流拠点

の整備

舞鶴遊水地の
環境整備・保全

ツアーやガイド
のプログラム開

発、実施

料理や農作業
の体験を含めた

農との交流

住民や企業を
交えた

意見交換
環境教育推進

成果

多様な人材や企
業、機関との連

携・協働

タンチョウや生
態系を地域で保
護する体制

環境保全と地域
振興の流域連携

地域産業のさら
なる振興

ふるさと納税
等の寄附の増加

プレッシャーをか
けない観察行動

の実現

地域外の人たち
との交流・域内
消費の増加

地域内の生物多
様性の保全

首都圏への
販路開拓

ありたい
未来

環境の整備により、生態系が保全され、
タンチョウが定着している

地域ブランド力が向上し、関係人口が増え、移住
者も増えている

田園と自然の共生交流拠点が核となって地域が
賑わい、域内滞留と流域連携が進んでいる

タンチョウも住めるまち
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